＜文化と文学＞「かきまわす」創世神話-カンボジア・アンコール遺跡群の浮彫「乳海攪拌」から- by 高橋 六二
「かきまわす」創世神話
－カンボジア・アンコール遺跡群の浮彫「乳海攪拌」から－































































































































































ぬ ぼ こ か
（イザナキ・イザナミの）二柱の神、天の浮橋に立たしてその沼矛を指し下ろして画かせ
な さき しただ かさ
ば、塩こをろこをろに画き鳴して、引き上げたまふ時にその矛の末より垂り落つる塩の累な






































Jaroslav Poncar | Thomas S.Maxwell : OF GOODS, KINGS, AND MEN The Reliefs of Angkor
Wat , SILKWORM BOOK, Thailand，２００６
注４ ヴァールミーキ『ラーマーヤナ』岩本裕訳
平凡社・東洋文庫 １９８０年４月２３日刊。ただし、表記を一部改めた。
注５ ヴィヤーサ『原典訳 マハーバーラタ』上村勝彦訳
筑摩書房・ちくま学芸文庫 ２００２年１月９日刊。ただし、表記を一部改めたほかに、説明を補
った箇所がある。
注６ 吉田敦彦『小さ子とハイヌウェレ』
みすず書房 １９７６年８月２３日刊
写真１ アンコール・ワット「乳海攪拌」浮彫の中央部。写真パネルによる。
―６８―
ュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１１・Ｂ５（退／論文〈文化と文学〉／０６３‐０６９　論文　高橋　　　　　　Ｅ
写真２ アンコール・ワット「乳海攪拌」浮彫の左方部、悪神たちの末尾。
写真３ アンコール・ワット「乳海攪拌」浮彫の左方部、悪神たちの一体。
―６９―
ュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１１・Ｂ５（退／論文〈文化と文学〉／０６３‐０６９　論文　高橋　　　　　　Ｅ
